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国産材を用いた実大OSBの諸性能 

吹野 信  堀江 秀夫  佐藤 司 

Strength Properties of OSB Made from Domestic Softwood

Makoto FUKINO   Hideo HORIE  Tsukasa SATO 

We manufactured three varieties of oriented-strand boards(OSB) whose face layers were composed 

Todomatsu(Abies sachalinensis) strands，and whose core layer was composed of recycled wastewood particles， 

and evaluated the boards according to the Japanese Agricultural Standard(JAS) and the Japanese Industrial 

Standard(JIS)．The results are summarized as follows : 

(1) Even if the core layer was composed of recycled wastewood particles，the boards were as strong as imported

OSB when the face layer had Todomatsu strands oriented. 

(2) The thickness swelling of the experimental boards was superior to that of the imported OSB but inferior to

that of lauan plywood． 

(3) Evaluation in the JIS method was easier because the method required small specimens．However，since the 

JIS method tended to give lower bending Young’s modulus and a wider range of strength values resulting 

from difftrent distributions of defects in specimens，the JAS method seemed to be more favorable． 

Keywords : Abies sachalinensis，wastewood，OSB，composite panel，strength properties． 
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北海道産トドマツを表層のストランドの原料とし，芯層に建築解体材を主原料とするパーティクル

を用いた3種類の実大OSBを製造した。試作ボードの性能評価は，現在我が国でOSBについて規定し 

ている2規格（JAS・JIS）により行った。 

得られた結果は次のとおりである。 

(1) 芯層にパーティクルを用いても，表層のトドマツストランドを配向することにより，輸入OSBと 

同等の強度性能が得られる。 

(2) 試作OSBの吸水厚さ膨張は，輸入OSBより優れていたが，ラワン合板と比較すると劣っていた。 

(3) OSBの評価方法については，小試験体で行うJIS試験は簡便であるが，JAS試験と比較して過小 

な曲げヤング係数値を与えること，試験片内の欠点分布が不均一となり強度性能値がバラツキを 

生じやすいことから，JAS試験の方が適当と思われる。 

1．はじめに 

現在，日本のボード消費量のうち8割近くを合板 

が占めているが1)，大径良質な熱帯材資源の減少の 

ため，木質ボードへの転換が進み，構造用合板代替 

材として輸入OSBが注目されている。このOSBは，現 

在我が国では生産されておらず，また広く普及して 

いない。これは，価格的に輸入OSBと競合するのは 

難しい1)ためであり，また性能的に合板に対する 

ユーザーの信頓性が高いためである。しかし，小径

木を原料とし，製造コストが合板よりも安いOSBは，

北米では合板に代わってそのシェアを拡大しつつあ

り2)，我が国においても将来，OSBがラワン合板に
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取って代わることが考えられる。このため，我が国

においても造林小径木や雑多な広葉樹を原料とした

安価な国産OSBが期待される。

　我が国で構造用OSBを製造し，広く普及するため

には，次のことがが要求される。

1） なるべく安価な原料を用いること。

2） 既存パーティクルボード生産設備をできるだけ

　用いて設備投資額を低くすること。

3） 輸入OSBよりも高品質であること。

4） 適切なOSBの評価方法を確立すること。

　価格・性能両面において，これらの要求項目を満

足するOSBを日本型OSBと仮称すれば，この日本型

OSBの開発は我が国の今後の構造用ボードに対して

一つの方向を示唆しうるものになる。

　一方，我が国のパーティクルボード工業において

は，近年チップ化技術や異物除去技術が進展してき

たため，木造建築解体材や木質系建設廃棄物の利用

が急速に拡大しつつある3)。このことは原料コスト

の低減と木質リサイクル資源の用途拡大に大きく貢

献している。しかし，北海道内においては，こうし

た木質リサイクル資源の再資源化率が低く4)用途拡

大が必要である。

　また，市販ボード原料（芯層）と単板廃材（表層）

を用いたOSBの材質に関する研究が行われ，廃材か

ら比較的高性能なOSBが開発可能であることが報告

されている5)。

　このような背景から，日本型OSBの開発を目標に，

我が国で安定して大量に得られるトドマツ6)を表層

ストランドの原料とし，芯層には建築解体材を主原

料とする安価なパーティクルを用いた3層表層配向

OSBおよび3層ランダムボード，さらに比較のため

輸入OSBと同仕様の3層直交配向OSBの実大サイズ

の製造試験を行った。また，接着剤は我が国で比較

的安価であるユリア・メラミン共縮合樹脂を用いた。

なお，ストランドの配向には，テストプラント規模

のフォーミング装置を用い，製造された実大ボード

が実生産されたものに近づくよう配慮した。

　製造したOSBは日本農林規格（JAS）および日本工

業規格（JIS）両試験により性能評価を行った。ま

た，両試験の結果を比較することにより，OSB性能評

価方法についても検討した。これらの結果から，日

本型OSBの可能性を検討した。

　　　　　　　　　2．実　験

2.1  供試材料

　ストランドの原料には，製材工場から排出される

北海道産トドマツ大径木の背板を用い，ディスクフ

レーカーにより第1表に示した形状のストランドを

製造した。ただし，表示した形状は，ふるいにより

微細片を除去した後の生材時の実測寸法である。

　芯層に用いたパーティクルの粒度分布は第1図の

とおりで，既存パーティクルボード工場から入手し

たものである。このパーティクルは，主として近畿

圏の建築解体材などを粉砕して得られたもので，

様々な樹種や合板小片，またわずかではあるがプラ

スチック小片も混入していた。

　第1表　トドマツストランドの実測寸法
　Table 1．Actual size of strand．

　　　　Nominal sizes of openings of sieves
　第1図　芯層用パーティクルの粒度分布
　　　Fig．1．Particle size distribution．
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　これらストランドおよびパーティクルを含水率3

％以下に乾燥させた後，製造試験に用いた。
　は，シェンク社製ディスクオリエンター付フォーミン

　グマシンを用いて行った。このとき，試作OSB①につ

　いては，フォーミング装置が1台であるため，表層用

　ストランドを配向フォーミングした後，コール板を2.2　製造試験

　製造した3種類の実大ボードの層

構成等を第2表に，製造条件を第3

表に示す。「試作OSB①」は輸入OSB

と同仕様の3層直交配向OSB，「試

作OSB②」は日本型として考えられ

る3層表層配向OSB，「試作OSB③」

は，配向装置を必要とせず最も簡易

な設備で生産可能な3層ランダム

ボードである。

　接着剤はバッチ式羽根付混合機で

接着剤・ワックス混合液をエアレス

スプレーガンで添加した。

　フォーミングは，試作OSB①と試

作OSB②の表層ストランドについて

〔林産試験場報　第10巻　第1号〕
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　　　　第2図　製造試験に用いた装置
　Fig．2．Blending and forming apparatuses．

90回転させて芯層用ストランドのフォーミングを

行った。なお,ディスク間隔は平均ストランド幅31mm

に対して30mm，ストランドの自由落下距離は2～5

cmとなるよう調整しながら行い，その結果，ストラ

ンド（長さ77mm）の配向角度は21.5度であった。比

較のため，市販の厚さ9.5mmOSB（ウェアハウザー社

製，ストランド長105mm）の表面ストランドの配向角

度を測定した結果18.8度であった。このことから，

今回製造した実大ボードは実生産ラインに近い条件で

製造されているものと考えられる。また，試作OSB②

の芯層パーティクル，試作OSB③のフォーミングはラ

ンダムに手まきで行った。

　熱圧は，反発力を観察し，パンクの危険性を配慮し

ながら，所定時間経過後，圧抜きを行った後解圧し

た。この結果，全てストランドを用いた試作OSB①の

熱圧時間（6分：圧抜含む）が芯層にパーティクルを

用いた試作OSB②，試作OSB③の熱圧時間（5分：圧

抜含む）より長くなった。

　製造試験に用いた装置を第2図に示す。

の試験項目の常態剥離試験と内容は同じため，JIS

の剥離試験は除外した。

  JASの吸水厚さ膨張率試験片は，湿潤曲げ試験片

と共用した。

　曲げ試験片では，表層配向方向と試験片長手方向

が平行の場合（記号：‖)　と直交の場合（記号：⊥）

の2種類を採取した。JISの曲げ強さおよび湿潤時曲

げ強さB試験片は，破壊したJASの常態曲げ試験片の

非破壊部分から採取した。

　試作OSB①の寸法は1×1mであるため，2枚の

ボードを合わせて1×2mのボードと見なして試験片

を採取した。

　以上のように採取した試験片は，20℃，関係湿度

65％の恒温恒湿室内で1か月以上調湿した後，表面

の研削は行わず供試した。

2.3　材質試験

　JAS「構造用パネルの日本農林規格」-1991および

JIS A 5908「パーティクルボード」-1994に準拠し

て材質試験を行い，試作実大OSBの性能評価を行っ

た。

　各試験片の採取位置を第3図に示す。材質試験項

目は，図中の凡例に示したとおり，JASは7項目，

JISは3項目である。

　JISでは剥離試験を行うことになっているが，JAS

　　　　　　　　3．結果と考察

  JASおよびJISによる材質試験結果を第4表に示

す。

　試験時（気乾状態）の全試験片の平均実測値は，厚

さ12.30mm（11.94～13.68），含水率10.3％(10.0～

10.6），比重0.63（0.49～0.77）であった。

　なお，表中の強度性能値は，実測値に設定比重/実

測比重の値を乗じて設定比重強度に補正したものであ

る。

3.1  JAS・JIS基準値との比較

　3種類のボードと諸性能の関係を第4図に示す。

  JASの基準値は，ラワン構造用合板相当の2級と

し，厚さ12mmの場合とした。このJAS2級ボードを
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　　　第3図　試験片の採取位置と材質試験項目
　Fig．3．Method of cutting boards and test items．

凡例（1枚の実大ボードから採取した試験片の記号と試験数）
Legend（Sign and number of specimens）
JAS（Japanese Agriculutural Standard）
①常態曲げ試験片           ：‖ BEND＿DRY×2, ⊥BEND＿DRY×2
②湿潤曲げ試験片           ：‖ BEND WET ×2, ⊥BEND＿WET×2
③吸水厚さ膨張率試験片   ：‖⊥BEND＿WET×4
④常態剥離試験片           ：IB ×7
⑤煮沸剥離試験片           ：BOIL ×2
⑥釘接合せん断試験片      ：LNR ×1
⑦釘引抜き試験片           ：NWR ×1

①Bending strength test under air－dry condition
　　　　　　　　          　：‖BEND＿DRY×2，⊥BEND＿DRY×2
②Bending strength test under wet condition
　　　　　　　　　　       ：‖BEND＿WET×2，⊥BEND＿WET×2

③Thickness swelling test  ：‖⊥BEND＿WET×4

④Internal bond test               ： IB ×7
⑤Boiling test                       ： BOIL×2
⑥Lateral nail resistance          ： LNR×1
⑦Nail withdrawal resistance    ： NWR ×1

JIS（Japanese Industrial Standard）
①曲げ強さ試験片            ：‖BEND＿DRY×4，⊥BEND＿DRY×4
②湿潤曲げ強さ試験片        ：‖BEND＿WET×4，⊥BEND＿WET×4
 ③吸水厚さ膨張率試験片      ：TS×7

①Bending strength test under air-dry condition
　　　　　　　　   　      ：‖　BEND＿DRY×4，⊥BEND＿DRY×4
②Bending strength test under wet condition
　　　　　　　　   　      ：‖　BEND＿WET×4，⊥BEND＿WET×4
③Thickness swelling test  ：TS×7

構造用面材として用いる場合の最大スパンは床下地

45cm，屋根下地60cm，壁下地60cmである。

　JISの基準値は，異方性を持った素地パーティク

ルボードの24-10タイプとした。ただし，吸水厚さ

膨張率の評価においては，24-10タイプよりも厳し

　い等方性パーティクルボード（8・13・18タイプ）の

　基準値12％とした。

　3.1.1  剥離強さ

　 どのボードの常態剥離強さもJAS基準値3kgf/cm2

 （JIS基準値3.1kgf/cm2）を十分に満足しており，層

　〔林産試験場報　第10巻　第1号〕
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構成や配向の有無による差は見られない。また，JAS 

煮沸剥離試験では，第4表に示したとおり，どのボー 

ドにも剥離は見られなかった。 

3.1.2 釘耐力 

釘引き抜き耐力および釘接合せん断耐力とも，ス

トランドのみで構成された試作OSB①の方が，スト 

ランドとパーティクルで構成された試作OSB②およ 

び試作OSB③より高強度であったが，いずれもJAS基

〔林産試験場報 第10巻 第1号〕 
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準値9kgf/本および70kgf/本を十分に満足した。 

3.1.3 曲げヤング係数 

JAS基準値（2級）との比較では，試作OSB①は， 

常態及び湿潤とも十分な性能であった。試作OSB② 

は，試作OSB①と同様に異方性が顕著に現れ，常態 

の基準値をほぼ満足し，湿潤の基準値を十分に満足 

した。一方，等方性である試作OSB③は，常態及び 

湿潤とも基準値を満足しなかった。 

JIS基準値（24-10タイプ）との比較では，試作OSB 

③を除いて基準値を満足した。 

3.1.4 曲げ強さ 

JAS基準値（2級）との比較では，試作OSB①は， 

どの場合も十分な性能であった。試作OSB②は，試作 

OSB①以上の異方性が現れ，常態の基準値をほぼ満足 

し，湿潤の基準値を十分に満足した。一方，等方性で

ある試作OSB③は，常態の基準値は満足しなかった 

が，湿潤の基準値はほぼ満足した。 

JIS基準値（24-10タイプ）との比較では，試作OSB 

③を除いて基準値を満足した。 

3.1.5 吸水厚さ膨張率 

JAS基準値との比較では，どのボードも基準値24 

％を満足し，ボードの層構成や配向の有無で差は現 

れなかった。 

JIS基準値との比較では，24-10タイプよりも厳し 

い等方性パーティクルボードの基準値（8・13・18タ 

イプ）を採用すると，どのボードも基準値12％を満 

足しなかった。 

3.2 JAS試験値とJIS試験値の比較 

JAS試験から得られた性能値とJIS試験から得ら 

れた性能値の比を第5図に示す。 

3.2.1 曲げヤング係数 

常態曲げヤング係数については，JAS/JIS＝1.58 

であり，大きな差が認められた。これは，両試験間で 

試験片寸法，スパン/ボード厚比，荷重速度等が異な 

ることが原因と考えられるが，詳細な検討をしていな 

いので断定はできない。 

湿潤曲げヤング係数の場合，72時間表面散水の 

JASと2時間煮沸＋1時間常温水浸せきのJISとでは 

湿潤方法にも大きな違いがあるため，JAS/JIS＝ 

2.35であり，さらに大きな差があった。 

3.2.2 曲げ強さ 

常態曲げ強さについては，JAS/JIS＝1.11と曲げ 

ヤング係数のような試験片寸法などの違いによる差は 

みられないが，湿潤曲げ強さについては，JAS/JIS＝ 

1.57と曲げヤング係数と同様，湿潤方法の違いによ 

る大きな差が見られた。 

3.2.3 吸水厚さ膨張率 

試験片寸法が異なり，さらに72時間表面散水のJAS 

と24時間常温水浸せきのJISとでは試験方法に大き 

な差があるため，JAS/JIS＝0.49と大きな差が見ら 

れた。 

3.3 考察 

3.3.1 試作OSBの性能評価 

〔J.Hokkaido For. Prod. Res. Inst. Vol.lO，No.1, 1996〕
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　第5表に試作OSBと市販のラワン構造用合板7,8)，

輸入OSB9)，パーティクルボード7-9)との性能比較を

示す。

　市販ラワン構造用合板，輸入OSB，パーティクル

ボードの性能値は既存の文献からの引用であり，JIS

A 1408「建築用ボード類の曲げ試験方法」3号試験体

（400×500mm）による曲げ試験結果である。また，輸
入OSBは粉末フェノール樹脂接着剤を使用した製品と

思われ，3社の製品の平均値である。

　試作OSB①は，ラワン構造用合板の強度性能と同

等で，輸入OSBの強度性能を上回り非常に高強度と

なった。このことから，北海道産トドマツを用い，ユ

リア・メラミン共縮合樹脂を10％程度添加すること

により，早生樹種（アスペン，サザンパイン）を用

い，粉末フェノール樹脂を2～3％添加していると思

われる輸入OSBと比較して強度的に優れたOSBの製造

が可能なことが分かる。

　日本型として考えられる試作OSB②は，芯層に重

量比で3分の2のパーティクルを用いているが，輸

入OSB同等の強度性能となった。ただし，表層のみ

が配向されているため，異方性が強く現れた。

　試作OSB③は，本研究ではJAS・JISともに方向性

のある基準値を採用したため，不十分な結果となっ

た。しかし，最近はパーティクルボードのような等

方性材料についても，合板代替材料としてより高強

度なものが求められており10)，この3層ランダム

ボードは，パーティクルボードと比較して低比重・

高強度であることから，構造用として使用可能と考え

られる。

　一方，試作OSB3種類とも吸水厚さ膨張率について

は，第5表のとおり，輸入OSBよりは高性能であるが，

ラワン構造用合板には遠く及ばないことが分かる。し

かし，高温で熱圧すること11,12)，マット含水率を高く

すること13,14)，ストランドの厚さを薄くすること15,16)

により接着剤添加量を増やさずに吸水厚さ膨張率が抑

制できることが報告されており，これらの改善方法は

パンクとの関係から，芯層に比較的内部水蒸気が放出

されやすいパーティクルを用いる試作OSB②，試作

OSB③に有利といえ，今後の検討により改善の余地が

ある。

3.3.2　OSB試験方法の検討

　試作OSB3種類の材質試験結果から，常態曲げ強度

性能におけるJAS試験値/JIS試験値の比は，曲げヤ

ング係数が平均1.58（1.49～1.78）であり，曲げ強

さが平均1.11（0.95～1.25）であった。また，JIS

試験値の変動係数は，JAS試験値のそれよりも大き

かった。

　このような傾向は，既往の研究でも見られること

である。市販のコンポジットパネル，OSB，ウェハー

ボード，針葉樹合板の曲げ強度性能について，大型

試験片（幅152～1219mm）の曲げヤング係数は小型

試験片（幅76mm）のそれよりも大きな値を示し，曲

げ強さと変動係数は逆の傾向を示すことが報告され

ている17,18)。また，市販のラワン構造用合板，コン
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クリート型枠用合板の常態曲げヤング係数は，大型試 

験片（幅910mm）の方が小型試験片（幅50mm）より 

も大きな値を示すことが報告されている19)。 

ラワン構造用合板代替品を目指すOSBは，切り使 

いされることは少なく，床・屋根・壁下地として標 

準ボード寸法（例えば91×182cm）のまま使用され 

ることが想定されるため，大型試験片での性能試験 

が望ましい。しかし，試験の簡便さを求めるために 

小型試験片での性能試験を行う場合，JIS試験の幅 

50mm×長さ（厚さの15倍＋50）mmまで小型にする 

と大型試験片に対して過小な曲げヤング係数値を与 

えることから，寸法300×400mmのJAS試験片程度 

が現実的な試験片寸法と判断される。また，パー 

ティクルボード等と比較してエレメントが大きい 

OSBの強度性能値は，小型試験片の場合，第4表の変 

動係数に見られるように，試験片中の欠点分布が不 

均一になって測定値にバラツキが生じやすくなるこ 

とからも，なるべく大型の試験片が推奨される。 

ただし，第5図からも分かるように，層構成が異 

なる3種類の試作OSBいずれについてもJAS試験値/ 

JIS試験値の比がほぼ一定であるため，他の市販され 

ているボードにおいても，小型のJIS試験値からJAS 

試験値を推定できるものと思われる。 

4．おわりに 

今回試作した表層に道産トドマツストランド，芯

層に建築解体材を主原料とするパーティクルを用い

た3層表層配向OSB（試作OSB②）は輸入OSB同等の 

十分な強度性能であることが明らかになった。しか

し，吸水厚さ膨張率については，一つの目安である

JISの吸水厚さ膨張率試験の基準値12％を満足するこ

とができず不十分な結果となった。このため，今後は

接着剤添加率を増やさずに熱圧条件，ストランド厚さ

等を検討することにより改善を図る予定である。この

改善により，寸法安定性の高いOSBを開発することが

できれば，十分な強度性能と相まって輸入OSBに対抗

できる日本型OSBと呼ぶことができる。 

さらに，日本型OSBの可能性は，建築解体材など 

の木質リサイクル資源を原料として取り入れ，資源

環境問題上の社会的必要性にこたえると同時にいか

にコストダウンを図れるかにかかっている。その意
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味から，比較的安価で安定供給できる造林トドマツ小 

径木をストランド原料とし，建築解体材等の再資源化 

率を高めて芯層用パーティクルの価格をさらに下げる 

ことができれば，合板代替品としての安価で高品質な 

日本型OSBの国産化の可能性が見えてくると思われ 

る。 
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